


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 26) 周有盙奏、咸豊二年四月十九日、軍機処檔 084136-1号。
 27) 駱秉章奏、咸豊二年五月十六日、軍機処檔 084928号。同奏、咸豊二年七月二十一日『宮中檔咸
豊朝奏摺』6、314頁。
 28) 同治『寧郷県志』巻 23、職官五、兵防附団練。
 29) 同治『益陽県志』巻 11、武備。
 30) 常大淳等奏、咸豊二年十一月初五日『鎮圧』4、76頁。
 31) 光緒『巴陵県志』巻 35、人物志八、呉士邁。





















 43) 王茂蔭奏、咸豊二年十一月十二日、軍機処檔 087446号（王茂蔭撰、張新旭等点校『王侍郎奏
議』黄山書社、1991年、28頁）。






























































 71) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。この稟は同日に出された河南巡撫
陸応穀の上奏（『鎮圧』4、249頁）の附件で、署孝感県知県李殿華と連名で提出された。
 72) 徐広縉奏、咸豊二年十一月二十四日『鎮圧』4、143頁。





 78) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。また漢陽を攻撃した太平軍指揮官
については郭廷以『太平天国史事日誌』商務印書館、1946年（上海書店再版、1986年、上冊）
198頁。張徳堅『賊情彙纂』巻 2、劇賊姓名下、黄玉崑（『太平天国』3、51頁）。
 79) 民国『夏口県志』巻 8、兵事志、歴代兵事。佚名『武昌兵燹紀略』（『太平天国』4、568頁）。








 85) 雷以諴奏、咸豊二年十一月二十九日、軍機処檔 087822号。
 86) 光緒『咸寧県志』巻 6、雑記、兵防紀。
 87) 汪堃『盾鼻随聞録』巻 2、楚寇紀略（『太平天国』4、365頁）。
 88) 同治『巴陵県志』巻 10、武備下、兵事。





 90) A Letter by the French Lazarist Missionary Dr. L. G. Delaplace, Annals of the Propagation of the 
Faith, vol. 14 (1853), pp. 215–218 (Prescott Clarke and J. S. Gregory, Western Reports on the Taiping, 
Honolulu: The University Press of Hawai‘i, 1992, p. 24).




 92) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 93) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、589頁）。
 94) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 95) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、587頁）。
 96) 稟報武昌失陥詳細情形、咸豊二年十二月、F.O. 931 1386、National Archives蔵。
 97) 民国『湖北通志』巻 71、武備志九、兵事五、粤匪。
 98) 同治『江夏県志』巻 5、兵備志、兵事紀略。
 99) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、589頁）。
 100) 稟報武昌失陥詳細情形、咸豊二年十二月、F.O. 931 1386。
 101) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 102) 徐広縉奏、咸豊二年十二月初五日『鎮圧』4、196頁。
 103) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、589頁）。
 104) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。




 109) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 110) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、589頁）。民国『湖北通志』巻 71、武備志九、兵事五、粤
匪。
 111) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 112) 稟報武昌失陥詳細情形、咸豊二年十二月、F.O. 931 1386。
 113) 徐広縉奏、咸豊二年十二月初九日、軍機処檔 088226号。なおこの上奏は『清政府鎮圧太平天国
檔案史料』には収められていない。
 114) 諭内閣、咸豊二年十二月十八日『鎮圧』4、236頁。
 115) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。




 120) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。
 121) 稟報武昌失陥情形、咸豊三年正月、F.O. 931 1381。
 122) 稟報挙人呉楽清闔門盡節情由、咸豊三年四月、F.O. 931 1390。
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 123) 稟報武昌失陥情形、咸豊三年正月、F.O. 931 1381。
 124) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、592頁）。
 125) 廖慶謀等会稟、咸豊二年十二月二十日、軍機処檔 088385号。また各王府が置かれた場所につい
ては陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、594頁）。
 126) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、595頁）。また張徳堅『賊情彙纂』巻 12、雑載によれば、
この時反論を試みたのは漢陽出身の馬姓なる生員であったという（『太平天国』3、312頁）。
 127) 稟報武昌失陥情形、咸豊三年正月、F.O. 931 1381。
 128) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、593–596頁）。
 129) 張徳堅『賊情彙纂』巻 10、賊糧、貢献（『太平天国』3、270頁）。
 130) 菊池秀明「広西における上帝会の発展と金田団営」。
 131) 張徳堅『賊情彙纂』巻 10、賊糧、虜劫（『太平天国』3、271頁 )。
 132) 陳徽言『武昌紀事』（『太平天国』4、594頁）。





















 148) 張祥河奏、咸豊二年十一月二十七日、軍機処檔 087960号。同奏、咸豊二年十二月二十七日『鎮
圧』4、309頁。





 152) 林映棠稟、咸豊二年十一月二十三日、軍機処檔案 087060号。
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 162) 王茂蔭奏、咸豊二年十二月三十日、軍機処檔 088404号。
 163) 稟報武昌失陥情形、咸豊三年正月、F.O. 931 1381。
 164) 向栄奏、咸豊二年十二月二十五日『鎮圧』4、297頁。
 165) 徐広縉奏、咸豊三年正月初六日『鎮圧』4、353頁。また張亮基も湖北、湖南へ送られる予定だ
った軍餉 227万両のうち、武昌で太平軍に奪われるか、いまだ送られていないために、現在湖
南に残されたのは 4–5万両に過ぎず、「現在武昌城外兵勇二月口糧即已無款支給、実有停兵待餉
之意」と述べている（張亮基奏、咸豊三年正月初六日、同書 357頁）。
